
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

垂井町中心市街地地区

平成３０年２月

岐阜県垂井町



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

※全ての指標について記入

人/年 0

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

エコドームを整備後、そこでの学習会や講習
会などを行うことにより住民の方たちに環境
や資源などに興味をもってもらうことができ、
結果として目標値を大きく上回ることができ
た。

H29年5月

その他の
数値指標１

指　標

指標２
公園・緑地の満足
度

％ 62 69

290指標３
自然環境体験学習
の参加者数

公園の整備を行ったことにより、利便性の向
上やより安全でにぎわいのある公園となりな
利用者の増加が見らた。また、利用者の満足
度がアップした。

総合所見

道路整備を行い利便性が向上したことや公園
や相川河川敷の整備により、町としての魅力
がアップした。それらのことや町外へのアピー
ルにより本町への来町者が増えた。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

3,424

計測時期

H29年5月

77

○

指　標 従前値 目標値

指標１
観光案内所訪問者
数

人/年 3,189

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

従前値
見込み・確定の

別

※フォローアップの必要のある指標について記入

○

468

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

398

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

1年以内の
達成見込み

○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

事後評価

1年以内の
達成見込み

○

4,550

見込み・確定
の別

3,190

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

実施した具体的な内容

住民参画型の自然環境の保全活動

・歴史・観光資源の活用方法の検討。
・都市機能の集約化の検討。

・新たな公園整備を検討。
・公園でのイベント（ふれあい垂井ピアや桜まつりなど）の継続。

街並みの景観の美しさ、快適性の向上

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

人口減少の抑止と町のにぎわいの向上

地域住民の憩いの場となる公園の創出

自然環境保全に対する意識向上

・平成30年度からの都市再生整備計画事業にて新
たな公園整備を行う予定である。また、庁舎移転に
伴い文化会館側に公園広場を整備する計画であ
り、地域住民が憩い、集う場所となる。
・公園でのイベント（ふれあい垂井ピア）を継続して
行っている。

今後の課題　その他特記事項

・計画に基づいて事業を推進し、来町者数の増加を図り町のにぎわいの向
上を目指す。
・都市機能を集約化することにより、その周辺に住宅や店舗を誘導し人口
減少の抑止を図る。

実施した結果

・観光ブラッシュアップ事業により観光資源の掘り
起こしを行い、それらの活用方法の検討を行った
垂井町観光基本計画の策定をした。
・新庁舎移転に伴い公共施設の集約を行う。また、
平成30年度からの都市再生整備計画事業で新庁
舎周辺の整備を行う。

・利用者が安全で安心な利用ができるように定期的な維持管理が必要であ
る。
・利用者がより利用しやすくニーズにあった公園とするため、住民参画によ
る改修や整備が重要である。
・イベント（ふれあい垂井ピア）の集客数増加のためにイベントのアピールや
情報発信、内容の工夫が必要である。

・勉強会や講習会の参加人数を維持させるための勉強会や講習会のア
ピールや情報発信、内容の工夫が必要である。

・エコドームにて継続して勉強会や講習会を実施し
ている。

・勉強会や講習会の参加人数を維持させるための勉強会や講習会のア
ピールや情報発信、内容の工夫が必要である。

具体的内容

・エコドームにて継続して勉強会や講習会を実施し
ている。

・エコドームにて定期的に勉強会や講習会を実施。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項実施時期

改善策

・まちづくりの目標を達成
するための改善策

・残された課題・新たな
課題への対応策

・その他　必要な改善策

・成果を持続させる
ために行う方策

・垂井町総合計画の継続。 ・次期総合計画を検討・策定中である。
・計画に基づいて事業を推進し垂井町に合ったまちづくりや地域住民の快
適性の向上を図る。

・エコドームにて定期的に勉強会や講習会を実施。


